
1997 (平成9年)

11 月号
NO.466 

、

今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう.
。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう.
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町
民
あ
げ
て
集
会

今
金
営
林
署
の
存
置
を
求
め
る

今
金
町
民
の
会
(
中
井
誠
司
町

内
、
自
治
会
連
合
会
長
)
が
主
催

で
9
月
鈎
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
町
民
約
5
0
0
人
が
集
ま

り料品
林
帯
存
置
を
求
め
る
町
民
抽
出

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

万
が

一
営
林
署
が
廃
止
さ
れ
る

よ
う
な
場
合
、
経
済
、
サ
ー
ビ
ス

而
で
の
影
響
、
過
疎
に
拍
車
を
か

け
る
な
ど
町
と
し
て
も
及
ぼ
す
影

響
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
と
な

り
、
9
月
M
日
に
産
業
団
体
等
初

人
が
発
起
人
と
な
り
「
今
金
営
林

署
の
存
置
を
求
め
る
町
民
の
会
」

が
発
足
し
、
存
置
を
求
め
る
こ
と

に
な
り
、
大
会
で
は
、
中
井
会
長
、

村
本
町
長
が
町
民

一
人
ひ
と
り
の

熱
意
で
蛍
林
署
の
存
置
を
訴
え
た

後
、
中
野
町
議
会
議
長
よ
り
大
会

決
議
案
が
読
み
上
げ
ら
れ
拍
手
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
、
参
加
者
全
員

で

「ガ
ン
バ
ロ

i
」
を
三
唱
し
今

金
営
林
署
の
存
位
を
訴
え
ま
し

た。
経
過
と
し
て
農
水
省
の
8
月
初

日
の
発
表
で
は
、
国
有
林
野
事
業

の
抜
本
的
改
革
の

一
環
と
し
て
全

国
で
2
6
4
営
林
署
の
う
ち
平
成

今金営林署の存置を求める町民大会決議

政府林野庁は、国有林野事業改善計画の一環として、これま

でに全国で87カ所の蛍林箸の統合 ・改組を実施しており、平成

9年度末までに全国で35署、北海道では10箸の統廃合が予定さ

れております。

国有林野事業を巡る諸情勢は悪化の一途をたどり、特に3兆

3千億円にのぼる累積債務を抱え、組織機構の合理化、要員の

削減などに伯工事がかかっているのが今目的な情勢であります。

しかしながら、今金町は、 568.14平方キロメートルの総面積

のうち80%を森林が占める広大な町で、うち国有林は森林面積

の59.4%を占めております。国有林管理 ・国土保全など国有林

の公益的機能の維持や災害防止機能維持、林業・木材産業等周

辺産業振興や地元業者への指導等に果たす営林署がもっ役割lは

多岐にわたっております。

林政審議会の中間報告にもある森林管理や林業・木材産業振

興及び森林管理に直接携わる労働者・担い手確保という課題は

本町の最重要課題であり、今後においても様々な課題に向けた

対策を講じているところであります。

現実線題の打開策が見い出せない状況にある中、宮林署の統

廃合があるとすれば様々な分野における “ささえ"“後ろ盾"が

無くなり袈慮、すべき事態に陥ることは明らかであります。

林野庁の経営改善計画における営林署の平成9年度の統廃合

についてであり ますが、町村単位での木材生産林や森林蓄積・

造林事業や森林施業計画認定而縦、保安林指定面積等は高いレ

ベルにあり、今後においても、今金営林署の指導 ・支援が必要

であります。

これまでに今金町も今金営林署の協力を得て、レクリ工ーシ

ョンの森整備事業として「美利河地区の国有林を活用したスキ

ー場整備」をはじめとする国有林 ・固有地利活用や営林署期間

作業職員の雇用の場の創出にも積極的に取り組みをしており、

今後とも地元営林署と更なる連防を深めた対応をと考えている

ところです。

以上のことから私たちは、今金蛍林署の存置を求めることを

全町民とともに、本大会で決議します。

N 
H 
κ 
ひ
生.:2..

駐
留男
汽12
~ 22山
号日
き
九
を
迎

る

， 

• .， 

オープニングリハーサル
アナウンサーとゲスト

収録が終わって料理の達人と記念写真

緊張する田中専務さん愛指令のステ ジで阿知波さんと
マイ・サクセスを披露

• @ 

平成9年 9月29日

9
年
度
で
は
お
署
、
北
海
道
で
は

川
署
が
統
廃
合
の
予
定
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
、
本

町
は
総
而
積
約

5
6
8
M
の
う

ち
、
森
林
が
初
%
を
占
め
、
そ
の

う
ち
国
有
林
は
森
林
面
積
の
削
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蛍
林
署
の
役
割
は
大
き

く
、
国
有
林
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
国
土
保
全
等
の
公
議
的
機

能
や
災
害
防
止
の
機
能
維
持
、

地

元
事
業
者
へ
の
借
導
な
ど
ま
た
、

町
の
重
要
課
題
の
木
材
産
業
振
興

お
よ
び
森
林
管
理
に
直
接
携
わ
る

労
働
者
の
、
担
い
手
の
確
保
、

国

有
林
を
活
用
し
た
観
光
施
設
な
ど

地
域
と
密
着
し
た
組
織
で
も
あ
り

ま
す
。
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川
月
9
目、

H
B
C
ラ
ジ
オ
北
海
道
市
町
村
ア
ワ

l
「歌
っ
て
諮
っ
て

夢
づ
く
り
』

U
月
1
日
放
送
予
定
の
番
組
収
録
が
デ

・
モ
l
レ
ン
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
村
英

一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
司
会
で
、
村
本
町
長
、
水

野
進
観
光
協
会
長
、
仁
木
明
畑
作
部
会
長
、
四
ツ
薬
会
長
大
倉
紀
子
さ
ん

が
出
席
し
、

「今
金
2
世
紀
を
迎
え
て
」
を
テ
l
マ
に
、
町
内
の
特
徴
、

行

事
な
ど
に
つ
い
て
夢
づ
く
り
を
語
り
、
札
幌
今
金
会
の
丸
山
恵
敬
さ
ん
か

ら
も
声
の
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

-
HBCラジオ公開番組

『今金2世紀を迎えて』

収録前の打合せの梅子

〕
内
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東
北
、
北
海
道
緑
化
功
労

森
林
整
備
の
推
進
や
林
業
の
振
興

種
川
宮
前

松
尾
幸
重
さ
ん
(
叩
才
)

ω月
は
目
、
福
島
県

福
島
市
で
行
わ
れ
た
第

必
回
東
北
・
北
掛
川
道
地

区
緑
化
推
進
大
会
の
会

場
で
、
穣
川
の
松
尾
幸

重
さ
ん
が
緑
化
功
労
者

と
し
て
全
国
緑
化
推
進

協
議
会
長
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

霞
肺
水
産
六
臣
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

n 

鈴

神

E
新
開

社
会
経
済
の
進
展
に
伴
い
、
社

会
経
済
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
統

計
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

ω月

四
旧
日
の
「
統
計
の
日
」
に
ち
な
み

多
年
の
ご
協
力
と
ご
労
苦
に
対

し
、
近
藤
さ
ん
と
天
沼
さ
ん
に
農

林
水
産
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
、
稲
作
を
主
と
し

て
経
営
す
る
か
た
わ
ら
、
民
業
経

近
藤

康
史
き
九

(
お
歳
)

松
尾
さ
ん
は
、
昭
和
位
年
に
森

林
組
合
に
奉
職
さ
れ
、
直
営
作
業

班
長
と
し
て
地
域
林
業
の
発
展
お

よ
び
森
林
整
備
の
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

昭
和
印
年
に
は
、
松
尾
造
林
を

設
立
さ
れ
、

林
業
技
術
の
向
上
と

改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
造
林
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
手
掛
け
ら
れ
た
造
林
地

の
ほ
と
ん
ど
が
優
良
造
林
地
と
し

て
展
示
林
、
模
範
林
と
な
り
そ
の

功
絞
が
認
め
ら
れ
こ
の
た
び
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
活
動
の
活
性
化
を
!

ぼ
つ
か
い
ど
う
ユ
l
ス
ネ
ッ
ト
幻

道
南
ブ
ロ
ッ
ク
開
催

北
海
道
青
年
団
体
協
議
会
が
主

催
と
な
っ
て

ω月
ω日
ー
は
日
の

3
日
問
、
ほ
っ
か
い
ど
う
ユ
ー
ス

ネ
ッ
ト
幻
(
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
)
が

町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
青
年
が
相
互
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
引
世
紀
に

向
け
て
青
年
が
取
り
組
む
べ
き
線

お
酒
も
は
い
り
夜
遅
ま
で

宍
j自

修
嗣
さ
九

(ω
歳
)

題
に
つ
い
て
考
え
、
背
年
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
道
内
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
け
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
石
狩
、
日
高
、
胆
振
、
後
志

以
南
を
対
象
に
約
別
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
日
は
映
画
の
上
映
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
別
れ
て

の
夜
な
べ
談
義
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
活
動

の
在
り
方
、
理
想
の
結
婚
像
等
多
種
に
わ
た
っ
て
論

議
さ
れ
、
日
日
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
行
わ
れ

最
終
日
に
は
、
町
民
を
含
め
て
「
め
り
は
り
つ

つ

こ
み
講
談
人
生
」
と
題
し
、
講
談
附
の
神
田
紅
さ

ん
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
「鉢
の
木
よ
り
、
い
ざ
鎌

倉
」
の
冒
頭
を
参
加
者
で
教
わ
っ
た
り
講
演
会
を
楽

し
み
、
最
後
に
は
お
祝
い
の
踊
り
端
唄
(
は
う
た
)
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

A
3
講
談
師
神
田
紅
さ
ん
に
よ
る
端
唄
の
披
露

蛍
統
計
調
査
(
動
向
及
び
農
産
物

生
産
費
)
の
記
帳
農
家
と
し
て
、

亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の
代
か
ら

お
年
間
調
査
に
協
力
し
て
い
る
も

の
で
す
。

天
沼
さ
ん
は
、
酪
践
を
主
と
し

て
経
営
す
る
か
た
わ
ら
、
股
業
経

営
統
計
調
査
(
部
門
及
び
畜
産
生

産
政
)
の
記
帳
州
民
家
と
し
て
川
年

間
協
力
し
て
い
る
も
の
で
す
。

， 

， . . 、

犯罪・非行のない明るい社会を

更生保護婦人会研修会開催

*
E
a
，dw--J
、

君
臨
令
弓
り
d

ド

τ放
涜

札
幌
今
盆
a

電
器
念
事
業

* 
* 

(4) 

康史さん

愛
指
令
の
会
(
ぽ
野
竹
春
会

長
)
で
は

ω月
日
目
、
愛
指
令
ラ

ン
ド
の
ク
ジ
ラ
池
の
下
の
谷
地
に

町
内
の
小
学
生
な
ど
ぬ
人
が
参
加

し
、
蛍
の
幼
虫

5
0
0
匹
が
放
た

れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
タ
ル
は
、

札
幌
今
金
会

が
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
北
海
道
ホ
タ
ル
の
会
の
会
員

で
も
あ
る
今
金
会
副
会
長
の
丸
山

恵
敬
さ
ん
が
自
宅
で
養
殖
さ
れ
た

も
の
で
、
札
幌
今
金
会
長
井
口
健

さ
ん
と
事
務
局
長
井
村
次
雄
さ
ん

近藤修嗣さん天沼

• • ω月
日
目
、
道
南
地
方
の
更
生

保
設
婦
人
会
会
員
約
3
5
0
人
が

参
加
し
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
道
南
地
方
の

会
員
が
集
ま
り
、
活
動
状
況
を
発

表
意
見
交
換
し
、
犯
罪

・
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

夫
婦
が
、
札
幌
よ
り
こ
の
日
の
た

め
に
運
ん
で
来
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
代
表
よ
り
、

「
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
多
く
の

光
が
広
が
り
私
逮
が
少
年
の
頃
に

見
え
た
風
景
が

一
つ
再
現
さ
れ
る

と
と
を
願
っ
て
い
ま
す」

と
丸
山

さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま

れ
ま
し
た
。

来
年
の

M
時
間
コ
ン
サ
ー
ト
頃

に
は
、
蛍
の
鑑
賞
会
が
楽
し
み
で

す
。

実
施
し
て
い
る
も
の
で
今
年
で
凶

回
目
を
数
え
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
「
更
生
保
談
事
業
に
対
し
て

更
生
保
護
婦
人
会
は
ど
う
貢
献
で

き
る
か
」
の
テ

l
マ
に
沿
っ
て
5

人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
り
、
各
町
の

更
生
保
護
婦
人
会
の
普
段
の
地
域

に
密
着
し
た
活
動
や
、
問
題
点

・

解
決
へ
の
取
り
組
み
が
発
表
さ

れ
、
会
場
か
ら
も
積
極
的
に
意
見

や
質
問
が
飛
び
交
い
参
加
者
は
盛

ん
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
光
の
皇
学
園
生

に
よ
る

「光
り
太
鼓
」
の
披
露
、
光

の
里
学
園
の
施
設
見
学
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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すべて一等術

7ft初出荷

今
金
町
農
業
協
同
組
合
(
境
田
藤

太
組
合
長
)
で
は
9
月
お
目
、
桧
山

北
部
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
今
年
度

初
の
米
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
目
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
な

か
、『
ゆ
き
ひ
か
り
』
『
ゆ
き
ま
る
』
と

二
品
種
の
銘
柄
が
、
金
原
や
白
石
な

ど
の
7
軒
の
山
家
よ
り
出
荷
さ
れ
、

田
代
の
玄
米
バ
ラ
集
出
荷
施
設
に

ト
ラ
ッ
ク
6
台
分
、
5
5
8
俵
(
一

俵

ω川崎
)
が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

札
幌
食
級
事
務
所
今
金
支
所
の

検
査
で
は
、
み
ご
と
全
量
一
等
米

と
な
り
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

…て一切
…泡
つ
…
avω 
一蹴
相

…を
4

…潤…今

ω月
3
目、

八
東
小
学
校
(
川
山

色

口

慾

校

長

・
児
童
M
人
)
で
稲
川

事

刈

り

を

行

い

ま

し

た

。

一

発

学
校
で
は
、
米
作
り
に
関
心
を
~

Z

持
た
せ
、
州
国
家
の
仕
事
に
つ
い
て
…

ト

レ

学
ぶ
と
同
時
に
遣
う
学
年
の
集
団
一

ス

一

パ

で
協
力
し
、
下
級
生
を
助
け
る
こ
…

シ

コ

霊

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
一

阿
γ
チ
号

こ
の
日
は
、
春
に
植
え
た
も
ち
一

イ

回

米
を
用
務
員
の
境
田
実
さ
ん
よ
り
…

ワ

テ

5

稲
刈
り
の
指
導
を
受
け
、
稲
刈
り
、
一

一

ス

第

穂
の
運
殿
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

一
ヨ

ン

ま
た
、
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、
…

一

イ

μ
月
の
餅
っ
き
集
会
で
使
わ
れ
ま
一

コ

す
。

一
二

9
月

町

四

日

、

桧

山

北

高

等

学

校

川

、、

h

作
一詰抗日
M
M
M

V

ま

オ
ラ
ン
ダ
公
闘
ま
で
男
子
十
五
・

…
聞

き

五
刷
、
女
子
十
二

O
M
の
コ

l
ス

…

保

院

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
日
和
に
な
っ
た

こ

の

一

輝

み

目

、

沿

道

の

観

客

や

給

水

地

点

の

父

一

閣

の

母
な
ど
か
ら
応
援
が
送
ら
れ
、
ま

川

司
コ
露
呈

た
、
折
り
返
し
地
点
の
デ
・モ
|
レ

一
劃

.W

ン

で

は

今

金

保

育

所

の

チ

ビ

ッ

子

川

F
E

，f

た

ち

に

よ

る

応

援

団

が

結

成

さ

れ

、

一

町

旭

『
が
ん
ば
れ

・
が
ん
ば
れ
・
』

の

大

一

自
由

声
援
に
ラ
ン
ナ
ー
も

、

少

し

は

苦

し

川

、
，

さ
が
和
ら
い
だ
よ
う
で
し
た
。

，
g

9
月
初
日
、
今
金
町
ラ
イ
オ
ン
…

受

;

川

晶=ロ

ズ
ク
ラ
ブ

(
辻
忠
生
会
長

・
会
…

日
砲

員
同
人
)
に
よ
る
、
交
通
安
全
の
…

白

"

街
頭
啓
発
が
役
場
前
の
国
道
で
実
川

河
J
向

施

さ

れ

ま

し

た

。

…

t
R

こ
の
目
、
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
国

勺
7
d
蜘
聞

道
沿
で
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
…

，，
h
-
E
固

な
ど

1
0
0
個
を

『安
全
運
転
お

…
り

個

願
い
し
ま
す
』
と
ド
ラ
イ
バ
ー
に

…
困

と

声
を
掛
け
、
交
通
安
全
を
訴
え
ま
川

E
E
r
'

し

た

。

山

時肱町

''h

こ
の
啓
発
は
、
秋
の
交
通
安
全
一

人

配

運
動
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
、
ラ
山

nヌ
d
J

山
富
ロ

d
H

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る
~
町
制

l
』

も
の
で
す
。

川
崎
噌

学阪田で収穫

八東山学限
恒例耐久レース
腫山北高等学阪

突通寄金無事故を願って

今金町ライオンズワラフ

， 

• ギ

9
月間
U

目、

1
0
0
年
記
念
協

賛
事
業
と
し
て
今
金
ハ
ム
ク
ラ
ブ

(
青
木
隆
会
長
)
で
は
、
今
金
町
を

電
波
に
乗
せ
発
信
し
ま
し
た
。

こ
の
目
、
ク
ラ
ブ
員
が
集
ま
り
、

夜
遅
く
ま
で
全
国
の
愛
好
家
に
交

信
を
呼
び
か
け
、
速
く
は
沖
純
県

な
ど
約
1
2
0
局
が
交
信
さ
れ
全

国
に
今
金
町
1
0
0
年
の
ピ
1
ア

ー
ル
と
地
域
の
情
報
交
換
な
ど
電

波
上
の
交
流
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
交
信
者
に
は
、
オ
ラ
ン

ダ
公
園
な
ど
を
写
し
新
し
く
作
成

し
た
交
信
証
明
書
を
発
行
し
ま
し

た。

4・
短
期
人
間
ド
ッ
ク
(
日
帰
り
)

希
望
者
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

・対

象

者

満

ω歳
以
上
の
方

・受

診

料

一一

、
四

O
O円

(
個
人
負
担
分
)

・受
診
病
院

今
金
町
国
保
病
院

・
申
込
期
間
口
月
1
日
か
ら
2
月

末
日
ま
で
逐
次
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

・
申
込
時
間

午
前
8
時
必
分
1

午
後
5
時
日
分
ま
で

・
申
込
先

総
合
福
祉
施
設

「と
し
ベ
つ
」
内

保
健
福
祉
課
国
保
係

8
2
2
7
8
0
 

函
館
地
方
法
務
局
と
函
館
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
活

動
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り

「
特
設
困
り
ご
と

・
心
配
ご
と
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
が
あ
た
り
、
児
童

・
生

徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、

登
記
、

相
隣
関
係
な
ど
身
近
な
法

律
問
題
や
人
権
問
題
等
の
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は

一
切
秘

密
が
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
す

-CO 〔

N

Y

D

I

今
金
バ
レ
エ

サ
ー
ク
ル
(
阿
知
波
久
子
会
長
)

で
は
川
月
4
目、

町
民
セ
ン
タ
ー

で
バ
レ
エ
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
日
会
場
内
は
、
町
内
外
か

ら
約
3
2
0
人
が
訪
れ
、
エ
チ
ュ

ー
ド
な
ど
が
披
露
さ
れ
小
さ
い
子

か
ら
大
き
い
子
ま
で
元
気
に
楽
し

く
踊
り
、
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
2
年
に

一
度

披
露
し
て
い
る
も
の
で
、
函
館
市

の
岡
田
佳
子
さ
ん
が
振
り
付
け
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

O
日

時

ロ
月
ロ
日
(
金
)

nuv
'
n
u
j〉
F
H
υ

ハU

1

i

n

u

s

i

ハU

O
会

場

町
民
セ
ン
タ
ー

※
函
館
地
方
法
務
局
で
は
い
つ
で

も
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

T

W
V
 

~O I 38--26--5686 

(直通)

〕't
 
〔



『体育の目』

18固スポーツまつり

4
パ

ク
コ
ル
フ
の
つ
ど
い

10月10目

企今金町民マラソン大会兼

近隣友好マラソン大会(スポ ツまつり協賛)

(今金町100年記念事業協賛)

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

道
営
春
日
井
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
に
係
る
交
通
安
全
に
つ
い
て

道
営
春
日
井
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
で

μ
月
か
ら
ロ
月
に
か
け
て
、
水
田
に
土
を
運
ぶ
た
め
大
型
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
が
、
頻
繁
に
走
行
し
ま
す
の
で
子
供
達

・
お
年
寄
り
の
方
は
特
に
交
通
事
故
・
交
通
安
全
に
は
十
分

注
意
を
し
て
下
さ
い
。

対
象
地
区

豊
田
・
鈴
金
・
春
日
井

・
上
鈴
金
・
八
鈴
・
豊
受

み

ん

な

中
里
小
学
校
子
供
神
輿

中
里
小
六
年

岡
本

浩
司
君

ぼ
く
は
、
お
祭
り
の
目
、
わ
く

わ
く
し
て
朝
早
く
起
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
す
ぐ
に
泊
り

に
き
て
い
た
友
達
み
ん
な
起
こ
し

ま
し
た
。
ま
だ
時
間
が
あ
っ
た
の

で
み
ん
な
で
遊
び
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
智
也
君
や
拓
也
君
が
来
た
の

で
急
い
で
ご
は
ん
を
食
べ
て
外
に

出
て
ま
た
遊
ん
で
い
る
と
津
村
君

と
伊
藤
君
が
来
た
の
で
み
ん
な
で

遊
び
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
田
口
先
生
が

や
っ
て
来
て

「み
こ
し
を
運
ぶ
の

を
手
伝
っ
て
。
」
と
言
っ
た
の
で
、

み
ん
な
で
み
こ
し
を
軽
四
に
積
ん

で
神
社
に
行
き
ま
し
た
。
神
主
さ

ん
に
お
は
ら
い
を
し
て
も
ら
っ
て

玉
串
を
さ
さ
げ
る
時
、
ぼ
く
は
と

¥ . • 
の
(広
場

て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
お

払
い
が
終
わ
る
と
み
こ
し
を
ま
た

軽
四
に
運
ん
で
最
初
に
神
野
さ
ん

の
家
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
家

の
前
を

二
回
ぐ
ら
い
回
り
ま
し

た
。
み
こ
し
を
か
つ
い
で
走
る
と

と
て
も
重
く
感
じ
ま
し
た
。
み
こ

し
を
か
つ
ぎ
終
わ
っ
て
か
ら
、
ホ

ッ
ト
ド
ッ
グ
を
一
本
食
べ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
度
、
神
野

さ
ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
み
こ

し
を
か
つ
ぎ
終
わ
っ
て
か
ら
、
い

も
天
や
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
も
う
お
な
か
が
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。
次
は
、
わ
し
野
さ
ん

の
家
に
行
き
ま
し
た
。
家
に
着
い

て
お
み
こ
し
を
か
つ
い
で
い
る
と

足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
こ
け
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。

家
々
を
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、

ご
ち
そ
う
で
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
か
た
も
痛
く
な
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
午
前
の
部
が
後
一

軒
で
終
わ
る
の
で
が
ん
ば
り
ま
し

た。
そ
れ
か
ら
、
会
館
に
も
ど
っ
て

ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

《
耕
地
開
発
課
》

た
が
、
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
な
の

で
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
で
外
で
遊

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
智
也
君
や

ゅ
う
き
君
と
神
社
に
行
き
ま
し

た
。
会
館
に
も
ど
る
と
お
母
さ
ん

が

「お
み
く
じ
を
ひ
い
て
き
な
さ

い
。
」
と
言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
と
ゅ

う
き
君
は
、
お
み
く
じ
を
引
き
ま

し
た
。
ふ
た
り
と
も
ジ
ュ
ー
ス
が

当
た
り
ま
し
た
。

今
度
は
、
午
後
の
部
で
最
初
に

伊
藤
さ
ん
の
家
で
男
の
子
だ
け
で

み
こ
し
を
か
つ
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
智
也
君
の
家
や
知
美
ち
ゃ

ん
の
家
に
も
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た

の
で
み
ん
な
の
い
な
い
所
で
し
ま

し
た
。
長
谷
川
さ
ん
の
家
で
は
、

足
も
か
た
も
か
な
り
痛
か
っ
た
で

す
。
お
で
ん
を
こ
ち
そ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
最
後
に
学
校
に
行
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
学
校
や
校
長
先

生
の
家
や
ぼ
く
の
家
、
馬
場
先
生

の
家
を
回
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

の
問
、
ド
ー
ナ
ツ
を
食
べ
て
み
ん

な
で
遊
び
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、

田
口
先
生
か
ら
お
や
つ
を
ど
っ
さ

り
も
ら
い
ま
し
た
。

つ
か
れ
た
け
れ
ど
楽
し
く
て
思

い
出
に
な
る
一
日
で
し
た
。

• • • • • 
-
H

「総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
」

.
で
は
、
家
庭
復
帰
を
目
的
に
、
在

• 
・
宅
サ
ー
ビ
ス
、
入
所
サ
ー
ビ
ス
、

• 
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
様
々
な
サ

l

• 
-

ビ
ス
を
実
施
し
、
お
年
寄
り
ゃ
陣

• 
・
筈
を
お
持
ち
の
方
に
利
用
い
た
だ

• 
-

い
て
お
り
ま
す
0

• 
・

今
回
は
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り

日
ま
す
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

日

こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

円
台、
テ
イ
サ

l
ヒ
ス
と
は
っ

日

・
在
宅
の
身
体
の
弱
い
お
年
寄
り

い

や
寝
た
き
り
の
方
、
障
害
を
お

日

持
ち
の
方
が
通
所
に
よ
り
、

「総

日

合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
」
で
入

日

浴
、
昼
食
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

日

を
し
て

1
日

(ω
時
1
3
時
)
を

日

過
ご
し
、
ご
本
人
の
気
分
転
換
、

.

心
身
機
能
の
維
持
向
上
や
、
介

• 
・

護
し
て
い
る
ご
家
族
の
負
担
の

• 
・

軽
減
を
図
り
ま
す
。

• 
-
合
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

• 
・

・
職
員
が
自
宅
ま
で
送
迎
い
た
し

• 
-

ま
す
。

• 
・

・
看
護
婦
が
入
浴
す
る
前
に
健
康

• 
・

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

日

・
入
浴
は
職
員
が
介
助
い
た
し
ま

日

す。

A 

デ.1F
4~ 
守損

μ 
:え樫
きま
剰錯
簡空
し宝
彊 4内

tt!: 
んと
均 l

働l. ~~畿のアイドル
砂佐々木壮太ちゃん

(平成7年7月15日生まれ)
寒昇 佐々木元，台さん、幸恵さんの2男

【親から]

いつも お兄ちゃんの後を追いかけ

て元気に遊んでいます。

自分の考えをしっかりもった心の優し

い人になってね。

4 
好
評
だ
っ

た Vゲートボールのつどし
「み 刊凪凪4 同町内《訂

ん
な
で
ス
タ
ン
7 
7 
1) 

」

[8) 

昼
食
は
食
べ
や
す
く
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
す
。

ま
た
食
事
の
介
助
が
必
要
な
方

に
は
職
員
が
お
手
伝
い
い
た
し

ま
す
。

-
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
身
体

の
状
況
に
あ
わ
せ
た
ゲ

l
ム、

手
芸
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
す
。

す
対
象
と
な
れ
る
方

・
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
お
む
ね

日
歳
以
上
の
要
援
護
老
人
及
び

身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
、
身
体

等
が
虚
弱
の
た
め
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、
か
っ

通
所
可
能
な
方
々
が
利
用
で
き

ま
す
。

女
利
用
回
数
は
っ

.
ご
本
人
の
希
望
や
身
体
状
況
に

あ
わ
せ
て
月
1
回
1
週
2
回
程

度
と
な
り
ま
す
。

食
料
金
は
い
く
ら
っ

・
I
回
5
0
0
円
で
す
。

*
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
2
2
7
8
0
 

さっき

4阿部 彩月ちゃん
(平成9年1月5日生まれ)

寒昇阿部勉さん、 智子さんの 2女

【親から】

はじめまして さっきです。

おにいちゃんとおねえちゃんが大好き

です。

早く一緒に遊びたいなー 1! 

j

i

-
-
i
j

j

 

~
 

舵
郡
山
町
船
都
知
ま
ま
に
車
を
h
v
u
p

今

村

白

井

子

治』回

ぜ

い

ど

う

と

り

い

ふ

か

み

あ

り

づ

き

ト
「

1

青

銅

の

鳥

居

に

触

る

る

神

有

月

狭

間

十

紀

夫

脚

許
制
F

つ

ま

い

あ

寧

か

ぜ

な

こ

4
妻

と

ゐ

て

秋

風

の

ほ

か

侃

も

な

し

佐

藤

秀

峯

手

こ
と
し
ま

ωそ
訟

は

は

よ

わ

れ

こ

今

年

米

供

へ

て

母

の

齢

越

え

伊

藤

翠

女

じ

m
Z主

5

5

っ

十

三

夜

氷

ら

へ

し

こ

と

舷

に

告

ぐ

佐

藤

朝

子

句

ゅ

う

ち

。

に

お

い

ろ

じ

は

っ

し

ぐ

れ

熔
じ
茶
の
匂
ひ
路
地
ま

で

初

時

雨

斉

藤

み

ち

あ

き

ひ

う

ん

が

す

ち

ぢ

[9) 



(重点目標)

固

い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰

で
も
が
、

園

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

困

家
庭
や

学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

同
出

熱
意
を
も
っ

て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第252号

山
の
木
々
が
色
づ
き
は
じ
め
、

ω
月
の
声
を
聞
く
頃
に
な
る
と
、

町
内
の
各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒

た
ち
の
一
年
間
の
学
習
の
成
果
を

発
表
す
る
学
習
発
表
会
の

革
、

準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

り

教
育
委
員
会
で
は
、
地

Ji
域
の
小
学
校
・自
治
会
を
対

ペ
ノ

象
に
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機

l
口

会
と
し
て
、
ま
た
学
校
・地

、一》級制
域
・社
会
教
育
関
係
同
伝
が

の

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む

域

青
少
年
の
健
全
育
成
の
方

地

策
の

一
つ
と
し
て
『
文
化
協

+」司

会
移
動
展
・芸
能
発
表
』
を

A
百

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

包
又

昨
年
は
、
中
里
小
と
八

在
比

束
小
の

2
校
で
開
催
し
、

配
[

実
施
に
あ
た

っ
た
関
係
者

ロ
ー

や
地
域
の
方
々
か
ら
も
評

、t
一一

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
次
の
小
学

校
で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

本
事
業
に
よ
り
社
会
教
育
中
期
計

画
の

「地
域
性
」「
体
制
づ
く
り
」
を

推
進
し
、
ふ
る
さ
と
に
根
差
し
た

学
校
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
鑑
賞
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

[
実
施
予
定
校
]

八
東
小
印
月
お
日
(
土
)
作
品
展

神
丘
小
日
月
9
日
(
日
)
作
品
展

中
里
小
日
月
日
日
(
日
)
作
品
展

芸
能
発
表

金
原
小
口
月
刊
日
(
日
)
作
品
展

豊
田
小
口
月
お
日
(
日
)
作
品
展

芸
能
発
表

問
い
合
わ
せ
は
、

一一l
三
四
八
八

る者3巷~号J鍾⑫

下
の
写
真
は
ク
ジ

ラ
の
化
石
で
す
。
ホ
ン

シ
ブ
ン
ナ
イ
川
の

川

〉川川

原
の
中
に
含
ま
れ
て

紛

い
た
も
の
を
、上
磯
町

船

の
山
田
弘
美
さ
ん
が

化

発
見
し
、

9
月
に
教
育

情

委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
化
石

は
、
細
長
く
て
断
面
に

海
綿
状
の
組
織
が
あ
る
こ
と
か
ら

ク
ジ
ラ
の
骨
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

付
近
に
分
布
す
る
地
層
の
堆
積
年

代
か
ら
こ
の
ク
ジ
ラ
は
約
5
百
万

年
前
に
生
き
て
い
た
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
渡
島
半

島
は
、
と
き
お
り
海
底

火
山
活
動
が
起
こ
る
よ

う
な
深
海
(
水
深

5
百

m
以
上
)
で
し
た
。
こ
の

化
石
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
海
を
ゆ

っ
た
り
と
泳

く
大
海
獣
の
姿
が
想
像

さ
れ
ま
す
。

化
石
と
地
層
の
関
係
か
ら
、
悠

久
の
地
球
の
歴
史
を
想
像
で
き
る

の
は
地
質
学
の
醍
醐
味
の

一
つ
で

す
が
、
そ
れ
に
は
こ
う
し
た
化
石

の
発
見
と
寄
贈
な
ど
に
よ
る
多
く

の
情
報
が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

〕nU
 
1
 
〔
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• • 

秋
も
深
ま
り
、
肌
寒
く
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
寒
く
な
る

に
つ
れ
て
、
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
は

。
。

冬
と
い

っ
た
ら
、
ス
キ
ー
や
ス

ノ
i
ボ
ー
ド
な
ど
の
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
寒
い

の
が
苦
手
な
方
や
、
地
峡
く
る
み

で
気
軽
に
伸
び
伸
び
と
楽
し
み
た

い
方
に
は
、

屋
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
は
ど
う
で
し

ょ
》
っ
か
。

屋
内
で
で
き
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

や
ビ

l
チ
バ
レ

l
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス

• • • • • • • 
幽

な
ど
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

一

で
幅
広
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

一

す
。
総
合
体
育
館
の
有
効
利
用
、

.

ま
た
地
域
で
は
各
学
校
の
体
育
館

・

の
活
用
を
図
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン

・
• 

卜
や
町
民
学
級
の
中
で
和
気
あ
い

幽
• 

あ
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を

・
• 

と
っ
た
り
、
職
場
の
仲
間
や
友
人

・
• 

で
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
た
だ
き
た

・
聴

い
も
の
で
す
。

・

ま
た
、
地
域
に
ニ
ュ

ー
ス
ポ

l

一

ッ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る

一

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
巡
回

一

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
合

一

体
育
館

(
2
2
0
2
6
)
に
速

一

慮
な
く
申
し
出
て
下
さ
い
。

一

さ
ら
に
、

1
月
か
ら
は
初
心
者

一

を
対
象
の
基
礎
ス
キ
1
教
室
ゃ
、

一

ピ
リ
カ
ス
キ
|
場
へ
の
ツ
ア
ー
も

一

計
画
し
て
い
ま
す
。

一

こ
の
よ
う
な
様
々
な
機
会
を
と

・-

ら
え
、
自
分
に
合

っ
た
ス
ポ
ー
ツ

・
• 

を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
体
力
づ
く

陣
• 

り
や
心
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
つ
な

幽
離

が
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
自
分

・

流
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
で
し

z

ょ
う
か。

.

盛況だ、った砂金掘りコーナー
函館で生涯学習フェスティパル

第

2
回
北
海
道
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
叩
月
げ
か
ら

凶
日
ま
で
函
館
市
民

体
育
館
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
生
涯
学
習

の
普
及

・
啓
発
の
促

進
を
目
的
と
し
て
お

り
、
昨
年
の
旭
川
に

続
く
も
の
で
す
。

渡
島

・
桧
山
の
市

町
村
を
は
じ
め
約
初

の
展
示

・
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
郷
土

芸
能
な
ど
の
成
果
発

表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

• . ' 今
金
町
は

「今
で
も
砂
金
が
と

れ
る
町
」
と
題
し
て
、
砂
金
採
取

を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

江
戸
時
代
か
ら
始
ま
る
砂
金
採
取

の
歴
史
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」

と
高
等
養
護
学
校
の
紹
介
を
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。
本
物
の
金

(今

金
町
の
も
の
で
は
な
い
)
が
と
れ

る
と
あ

っ
て
、
開
期
中
約
4
5
0

人
も
の
人
が
砂
金
掘
り
を
体
験

し
、
熱
心
に
水
槽
に
向
か

っ
て
い

ま
し
た
。
「
今
金
町
で
は
本
当
に

今
で
も
砂
金
が
採
れ
る
の
か
っ

」

「町
名
の
由
来
は
?
」
と
い

っ
た

質
問
多
く
、

3
日
間
来
場
者
が
と

ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、
大
変
盛
況
で

し
た
。

つでも金がとれる町」事蚕町・
田崎 世:tlilr.~tl ¥"t¥JJ;fI:'l:() \)::1"ポ岡田町"，，0拘剖~哩ゐ

器量白 「堤義f吟戸吟話回 r~;#回吟持 r喝罪記崎幸田

./ .'--'"由l1li i':iで:

一
社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

約

一

内

η
g

崎

川

9
日
間

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー
・

な

山

北
限
の
フ
ナ
林
(
黒
松
内
)

に

H

H

管
内
卓
球
大
会
(
総
体
)
描

一

ω日
間

ス

ポ

ー
ツ
指
導
員
実
技

酷

山

講
習
会
(
総
体
)

守

U

凶
日
間

管
内
P
T
A
母
親
研
修

留

日

会

(
乙
部
町
)

批

一

H

管
内
中
学
校
バ
レ
|
ボ

配

一

l
ル
選
抜
新
人
戦
(
総
体
)
ゃ

い

ω
1
幻

全

道

社

教
主
事
等
研
究

嶋

一

協
議
会
(
札
幌
市
)

船

田

辺

i
n
全
道
女
子
青
年
研
修
会

不

日

(白
老
町
)

{

一

ω日
叩

体
験
農
園
に
感
謝
す
る

す

い

集

い

(
学
習
セ
)

崎

山

内

n
R
V

引

U
5
日出
回

四
ツ
薬
会
役
員
会
(
学

5

一

習
セ

)

5

一

7
白
川

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

-
J

一

縄
文
食
に
挑
戦

2+骨

-
-
-
E
E
E
E
E
E
E
E
」
謡

山
-
図
書
の
寄
贈

-
一
竃

…
-

日
の
出
町
、
清
水
多
津
子

園
撒

幽
-
様
児
童
用
図
書
(
別
冊

)
-
M

一
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

-
ど

一
回
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-
唯

一
-

図
書
室
に
置
き
、

大
切
に

-
λ

一
E

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
W
叶

-
F
E
Z
E
E
-
B
E
E
-
-

〔



d 芸会 ~ø?) 日告会 EJ~

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
こ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

寸

H
U

一
言
ロ

O
と

き

日

月
幻
日
(
木
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

O
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

O
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
2
名

《

町

民

課

》

除
雪
車
の
運
転
手
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

記

O
雇
用
期
間

ロ
月
日
日
か
ら
翌

年

3
月
別
日
ま
で

O
雇
用
人
数

十
数
名

O
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
大

型
特
殊
免
許
取
得
者

O
選
考
方
法

書
類
選
考
と
し
ま

す
の
で
、
履
歴
書
と
免
許
証
の
写

し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
申
込
期
間

口
月

ω
1お
日
ま

で。
申
込
先
役
場
建
設
課
維
持
係
ま

で健診を受けて明るい健康づくり

11月みんな

雇
用
保
険
事
務
説
明
会
と

職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

-
函
館
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

冬
期
業
務
集
中
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
次
の
日
程
に
よ
り
雇
用
保

険
事
務
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ロ
い
品言
ロ

O
日

時

日
月
日
日
(
木
)

q

d

A

U

1
3

E
d

nυ 

1

4

q

υ

t

i

q

u

 

O
場

所

北
櫓
山
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

8
4

5
5
6
3
 

・
函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

日
月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

日
月

ω
日
目
∞
i

口
∞

初
日

9

∞
ー
は
∞

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で
の

雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が
取
り

扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以
外

は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館

8
0
1
3
8
1
2
6
1
0
7
3
5
 

.
ハ
ロ

l
ワ

I
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

北
槍
山
職
業
相
談
室• • 

8
4
1
5
7
2
4
 

機
動
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
9
年
機
動
職
業
訓
練
受
講
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

O
期

間

平
成
問
年

1
月

8
日
1
3
月
弘
日
ま
で

O
科

目

建
築
技
術
科

O
受
講
資
格

短
期
特
例
一
時
金

給
付
資
格
の
あ
る
者

O
定

員

ω名

O
特

典

・
最
大
切
日
間
の
失
業
保
険
の
給
付

.
受
講
手
当
の
支
給

O
受
講
費
用

無

料

O
申
込
期
限

ロ
月
ロ
日
(
金
)

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

8
2
1
0
1
1
1
 

平
成
問
年
度

道
立
農
業
大
学
生
募
集

1
、
募
集
学
科
、
募
集
人
員
及
び

修
業
年
限

①
畜
産
経
営
学
科
及
、
び

畑
作
園
芸
経
営
学
科
計

ω名

②
稲
作
経
営
専
攻
コ

l
ス

ω名

①
②
と
も
に

2
年
間
修
業

2
、
受
験
資
格

①
推
薦
入
校

項 目 対 主4 者 実施日 時 問 対象地区 実施会場 備 考

般住民関係

一般相抜 全住民 10日(月) 10 : 00-11 : 45 全地区 総保合他福セ祉ン施タ設ー内 健康相談(血圧抑i定ー尿検査)

一般相続 全住民 17日(月) 10 : 00-11 : 45 " " " 
眼科巡回診療 全住民 27日(木) 実施2時0間 " " 八主総合病院眼科医師詰控(有料)

14: 20-14: 50 

骨粗諮症検診 69歳までの女性 13日・ 14日 干目約よ時り申間制し込(み10畳月付羽) " 南 It海道保健センター

乳幼児関係

乳児相談 生後3， 6， 9ヵ月児 20日(木) 受9付0時0-間 9 : 15 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 身体計測 ー健康相談

i歳6ヵ月健診 生後 l歳7、8ヵ月児 6日(木) 畳12付時間 " " 尿歯検科J査相談・身医f村師十診測察健歯康科、栄診華察、
12: 40-13: 00 

股関節脱臼健診 生後4ヵ月児 II日(火) 実施時間 N 今金保健所 股関節X線侃 6
13: 00-14: 00 

乳児健診 生¥&4，7，10，12ヵ月児 20日(木) 受付時間 H 総保合健福セ祉ン施タ設内 相身体談計栄測養相医師談診健察康歯相科談
12: 40-13: 00 

すくすく干育てダイヤル 就学前までの幼児のいる保理者 12日(水) 9 : 00-12 : 00 n 2-2780 電話による心配事相談

妊産婦関係

妊婦健診 妊婦の方 II日(火) 告側00-13:30 ンター

その他

風疹予防接種対象者には恒別に案内します。

お知らせ

.骨粗軽症検診

かかとの骨を超音波で検査する方法で、 一人2-3分です。

定員が200名ですので、申し込み先着服とさせて頂きます。

料金は

国保加入古500円 一般1000門

ご自分の骨の他肢を確認しましょう!

(保健福祉課健康づくり 国保係)

(敬称略)

川 島米穀庖
末藤春義
曽我井伸之
須甲一孝
大倉行機
秋祭りを盛り上げる会
芳賀芳見
伊藤利忠
八重樫年 一
大倉文子
山本ミヨ
黒須隆三郎
長谷川 キヨシ
)I[ 村 トミ
種川小学校児童会
石川岩子
美利河小学校児童会
中野キヌ
山石哲雄
匿名

《梅玉県》
光の村養護学校
・秩父自然学園
.中学部 3年親一同
《函館市》
函館生命保険協会
北海道街商協同組合
岸波金弥
石津兼 一
浜西信義
佐藤勇治
日本たばこ産業(株)函館営業所
《北桧山町》
若松地域子供会育成会
《今金町》
岡本政明
小西昭男
よさこいクラブ
犬塚アサ子
今村規子
鈴木 忠

9・10.10 

斗
サ寄の額多のヘ

ム
一ム餓

り

協

よ

制
比

ピ」

会
ま

4

，，i
工
パ

A

一AJ
部

品審語

調
に

-
言
闘

要

f

協

山之

祉

凪一切

百
回

学

あ

・荊

里
意

色
白

の
厚

L
仁

光
こ

4
4』
摂

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方
・
平
成
同
年

3
月
に
高
等
学
校
(
学

校
教
育
法
)
を
卒
業
見
込
み
の
方

.
高
等
学
校
を
平
成

ω年
3
月
に

卒
業
見
込
み
で
、
学
習
成
績
概
評

が

B
段
階
以
上
の
方

・
心
身
と
も
に
健
康
な
道
内
の
農

家
子
弟

・
子
女
で
卒
業
後
、
道
内

で
就
践
す
る
こ
と
の
確
実
な
方

②

一
般
入
校

高
等
学
校
を
卒
業
、
卒
業
見
込
み
、

ま
た
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
知
事
が
認
め
ら
れ
た
方

心
身
と
も
に
健
康
で
、
卒
業
後
、

• • 姐
フ

E
胎
め
よ
う
!

|
骨
粗
結
駐
の
予
防

l

誰
で
も
年
を
と
る
と
骨
量
が
減

っ
て
い
く
も
の
で
す
が
、
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
、
例
え
ば
重

い
物
を
持
つ
、
体
を
ひ
ね
る
と
い

っ
た
こ
と
で
骨
折
し
て
し
ま
う
位

骨
量
が
減
っ
て
い
る
状
態
を
骨
粗

怒
症
と
い
い
ま
す
。
骨
量
が
減
る

の
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
抜
け
出
し
て

し
ま
う
た
め
で
す
。
年
を
と
っ
て

背
中
が
丸
く
な
っ
た
り
身
長
が
縮

ん
だ
と
い
う
話
を
よ
く
見
聞
き
し

ま
す
が
こ
れ
は
、
初
期
の
骨
組
緩

症
の
症
状
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
は
閉
経
後
に
多
く
見
ら
れ

男
性
の
四

1
五
倍
位
の
割
合
で
女

性
に
多
発
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

背
骨
粗
老
症
に
な
り
や
す
い
人
女

①
小
柄
で
痩
せ
て
い
る
人
②
月

経
不
順
の
人
③
早
期
閉
経
の
人
④

日
頃
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な
い
人

⑤
偏
食
ぎ
み
で
牛
乳
等
の
乳
製
品

を
あ
ま
り
と
ら
な
い
人
⑥
婦
人
科

特
に
卵
巣
の
病
気
で
全
摘
手
術
を

受
け
た
人
⑦
胃
の
全
摘
手
術
を
受

け
た
人
(
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が

悪
く
な
る
)
⑧
ア
ル
コ
ー
ル
・
タ
バ

コ
を
大
量
に
と
る
人
⑨
ぷ
族
に
骨

〕
門
ノ
』1
 
〔

道
内
で
就
段
す
る
意
士
山
を
有
す
る

方3
、
願
書
手
続
と
受
付
期
間

・
推

薦

入

校

平

成

9
年

U
月
げ

日

1
1
月
お
日

一
般
入
校

平
成
9
年
ロ
月
1
日
1
8
日
農

業
大
学
校
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
試
験
の
臼
程
な
ど
の
詳
細

。
北
海
道
立
農
業
大
学
校

中
川
郡
本
別
町
西
仙
美
里
町
山
番

地
1
8
0
1
5
6
2
4
2
1
2
1
 

農
業
改
良
普
及
所
8
2
0
1
3
2
 

粗
野
松
症
の
人
が
い
る
人
等
で
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
骨
の
検

診
を
受
け
た
り
、
今
か
ら
生
活
の

改
善
を
試
み
る
等
の
対
策
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

A
H

骨
粗
軽
症
の
予
防
法
交

以
前
は
骨
粗
経
症
は
老
化
現
象

に
よ
る
の
で
仕
方
の
な
い
病
気
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現

在
で
は
十
分
予
防
・
治
療
で
き
る

病
気
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
て
い
ま

す
。
予
防
法
に
つ
い
て
は
い
か
に

若
い
こ
ろ
か
ら
「
骨
の
貯
金
」
を

し
た
か
が
、
も
の
を
い
い
ま
す
。

閉
経
以
降
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
率
も
衰
え
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

蓄
え
ず
ら
く
な
り
ま
す
。
産
後
、
十

分
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
で
き
な

か
っ
た
方
も
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト

と
言
え
ま
す
。
基
本
的
に
は
、

φ
一

日
一二
十
分
位
体
を
動
か
す
・
カ
ル

シ
ウ
ム
を

一
日
六

0
0
m
gを
と

る
・
ビ
タ
ミ
ン

D
を
と
る
等
し
て
、

骨
の
元
金
を
多
く
し
て
貯
金
の
目

減
り
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

背
骨
の
検
診
の
お
勧
め
女

町
で
は
骨
組
経
症
の
予
防
と
早

期
発
見
の
為
に
検
診
を
行
い
ま
す
。

さ
あ
、
自
分
の
宵
の
状
態
を
知

り
骨
の
貯
金
を
始
め
ま
し
ょ
う
・

(
健
康
。
つ
く
り
係
)

l
 

q
d
 
1
 
〔



。b44

9月末現在

前月対比

7. 295人(7)

3. 507人( 3) 

3. 788人( 4) 

2. 653世帯( 3 ) 

住民の動態

口

数男

女

帯

人

世

ややや

82-0057 

84 -5321 

82 -0221 

84 -5011 

87-3021 

82 -0221 

84 -5011 

休日当番医

岩間医院(今金)

北槍山町立国保病院(北槍山)

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北槍山)

楢崎医院(i頼棚)

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北槍山)

11月2日

3日

9日

16日

23日

24日

30日

裕)高美町

見)御影

実)南栄町

則)緑町

也)曙 II!T
馬)末広町

美花さん(高美町)

育美さん(瀬棚町)

昭子さん("1玉県戸田市)

雅

博

和

哲

卓

(豊寿園)

(金原宮前)

(東町)

(本町)

(南田代)

10月20日受付分まで

者

者

者

者

者

渚

部

井

野

護

議

議

議

制

恒

三

ロ

形

西

植

歳

歳

歳

歳

歳

保
保
保
保
判
訓
練

H

H
」「

m出

叩
山

幻

灯

同

叩

ぅ

F
L
I
l
i
-
-
に

町

町

叫

す

と

2

2

4

0

0

1

せ

美

和

日

ま

日

日

日

日

日

河

田
町
出
目
別
別
配

ゎ

一
怖
は
配

げ

山口

7

9

u

m

t

J

3

J

3

3

0
あ

ん
ん

ぱ

あ

月

月

月

月

月

九

3
〈
.

《

‘

〈
.

〈

.

《

‘

1
1

ノ

さ

さ

支

l

ノ

コ

J
n
u
n
u
n
U
A
U

汁

孔

人

猛

人

川

!

I

l

l

-

-仁

川

町

h
h
h
h
U
健

盛

一K

Lん
丸

九

九

九

じ
な
奈
ゃ
殻
ぉ央
か
香
さ
輝
村
鈴

で

み

郎

郎

子

子

窓

ん
か
可
制
尚
a
奈
ゃ
矢
川
和
み
未

ま

田

本

藤

や

五

太

ミ

洋

和

た

さ
紗

つ

樺

垣

遠

く

園

キ

お

話

部

林

浦

田

東

、

山

お

西

本

田

合

図

谷

阿

小

三

山

伊

四

%
W
V
瞳

小

坂

須

河

西

ご
存
じ
で
す
か
っ
・

験
慰
留
宣
告

検
察
審
査
会
は
、
衆
議
院
議
員

の
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
日
人
の

検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
が
被
疑

者
を
裁
判
に
か
け
な
か

っ
た
(
こ

れ

「
不
起
訴
処
分
」
と
い
い
ま

す
。
)
こ
と
の
よ
し
悪
し
を
審
査

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
者
が
不
起
訴
処
分
に
な
っ

た
の
は
納
得
が
い
か
な
い
と
し
て

， 

審
査
会
に
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
に
、
審
査
を
は
じ
め
ま

す。
不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い

場
合
に
は
、
遠
慮
な
く
検
察
審
査

会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
の
主
な

裁
判
所
の
中
に
あ
り
、
申
し
立
て

に
は
、
費
用
は

一
切
か
か
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
申
し
立
て
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

※
詳

細

函
館
検
察
審
査
会
事
務
局

8
0
1
3
8
4
2
2
1
5
1
 

今金町ホームページ10月1日開設
http://www.hakodate.or.jp/i rnakane/ 

@い亨.".ゐ

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

いいまちいまガね夢の町

ょうこそ今金町へ

今金町は北極道南西部に位置する人口約7.300人の小さな町です。

清流日本 の後志利別川の豊かな自然の曹、みをうけ、

じゃがいもと軟白長ネギ、米のおいしい農業のまちです。

税を姐る週間

11日11日 (火)

""11日17日 (目)

『ニの祖芸あなたの
税対いきEいる』

r 

安更新状況女

このホ ムペ ジは、平成9年10月l日に開設しました。

-
編
集
穆
詑

食自己紹介安

役場の仲間 (r今金町パソコンクラブ」のメンバ )が集まり、手

作りでホ ムページを作りま した。

ちょ っと力ッコ惑いかもしれませんがごゆっくりご覧く ださい。

[14) 

色
々
な
全
国
、
全
道
の
放
送
が

続
き
、
今
金
町
も
国
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
い
た
と
過
信

(
私
だ
け
が
つ
)
し
て
い
ま
す
。

全
国
放
送
後
の
反
響
は
大
き

く
、
様
々
な
紹
介
も
。
「
今
金
町
」

を
P
R
さ
れ
た
出
演
者
の
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

※

ω月
号
で

N
H
K
の
ど
自
慢
の

記
事
で
西
野
さ
ん
は
平
野
さ
ん

の
誤
り
で
す
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

加
②
0
1
1
1
番

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


